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途
上
国
各
国
に
お
い
て
数
多
く

の
農
村
調
査
が
実
施
さ
れ
、
報
告

書
や
研
究
書
が
多
数
出
版
さ
れ
て

き
た
。
研
究
所
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
蔵
書
検
索
画
面
で
、
フ

リ
ー
ワ
ー
ド
に
「
農
村
」、
地
域

コ
ー
ド
に
東
南
ア
ジ
ア
全
体
お
よ

び
各
国
を
表
す
「
A
H
＊
」、
言

語
コ
ー
ド
に
日
本
語
を
表
す

「
J
P
N
」
を
入
力
し
、
当
図
書

館
が
所
蔵
す
る
東
南
ア
ジ
ア
農
村

を
扱
う
和
書
を
探
し
て
み
る
と
、

二
〇
〇
タ
イ
ト
ル
以
上
の
図
書
が

み
つ
か
る
。
そ
の
中
に
は
、
注
目

さ
れ
る
海
外
の
研
究
成
果
や
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
翻
訳
書
も
含

ま
れ
て
お
り
、
日
本
語
で
外
国
人

研
究
者
の
手
に
よ
る
農
村
調
査
・

文
献
調
査
の
成
果
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
総
数
は
多
い
と
は

い
え
な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
農
村

の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
姿
が

み
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

こ
で
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
五
冊
紹

介
す
る
。

　

J
・
デ
ル
ヴ
ェ
ー
ル
著
、
石
澤

良
昭
監
修
・
及
川
浩
吉
訳
『
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
農
民　

自
然
・
社
会
・

文
化
』（
風
響
社　

二
〇
〇
二
年
）

は
、
主
に
一
九
五
〇
年
代
に
実
施

し
た
農
村
調
査
を
基
に
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
農
村
の
自
然
環
境
、衣
食
住
、

生
業
形
態
、
農
業
経
営
な
ど
を
解

説
し
て
い
る
。「
環
境
―
カ
ン
ボ

ジ
ア
平
原
」、「
農
村
の
文
化
」、「
住

民
と
経
済
」、「
農
村
社
会
」、「
地

方
の
生
活
」の
計
五
部
か
ら
な
り
、

付
録
と
し
て
統
計
を
中
心
に
し
た

参
考
表
、
二
五
種
の
地
図
を
収
め

た
参
考
図
、
漁
具
、
農
具
、
家
屋

の
イ
ラ
ス
ト
他
を
収
め
た
参
考
図

版
な
ど
が
巻
末
に
付
く
。
本
書
は

農
村
、
農
民
に
関
す
る
記
述
が
詳

細
か
つ
正
確
で
、
農
民
の
智
慧
を

随
所
に
見
出
せ
る
と
こ
ろ
に
特
質

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
気
候
、
地

理
、
土
壌
、
植
生
を
扱
う
第
一
部

に
限
ら
ず
、
地
理
学
者
の
観
察
眼

を
他
の
部
に
も
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
東
南
ア
ジ
ア
人
文
地
理
学

の
泰
斗
が
著
し
た
不
朽
の
名
著
と

し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
八
〇
〇

ペ
ー
ジ
を
超
す
大
部
の
翻
訳
書
と

な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
タ
イ
語
を
原
典
と
す
る

チ
ャ
テ
ィ
プ
・
ナ
ー
ト
ス
パ
ー
原

著
、
野
中
耕
一
、
末
廣
昭
共
編
訳

『
タ
イ
村
落
経
済
史
』（
井
村
文
化

事
業
社　

一
九
八
七
年
）
を
み
て

い
く
。
本
書
は
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
余

り
の
代
表
的
論
文
に
加
え
て
小
論

三
点
と
R
・
ラ
ン
ガ
の
「
タ
イ

国
土
地
制
度
史
」
の
一
部
を
収
録

し
た
翻
訳
書
で
、
代
表
的
論
文
名

が
そ
の
ま
ま
書
名
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
論
文
は
古
代
村
落
共
同

体
の
時
代
か
ら
説
き
起
こ
し
、
後

半
は
自
給
自
足
経
済
の
中
に
商
品

経
済
が
浸
透
し
始
め
る
一
九
世
紀

後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け

て
の
農
村
経
済
の
変
化
に
注
目
す

る
。
土
地
所
有
制
度
、
国
家
と
村

落
と
の
関
係
な
ど
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
っ
た
か
を
中
部
タ
イ

と
そ
れ
以
外
の
地
域
と
を
比
較
し

て
論
じ
て
い
る
。
タ
イ
の
村
落
経

済
の
歴
史
的
変
化
を
知
る
に
は
恰

好
の
本
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
セ
ロ
・
ス
マ
ル
ジ
ャ

ン
、
ケ
ン
ノ
ン
・
ブ
リ
ー
ジ
ー
ル

著
、
青
木
武
信
﹇
ほ
か
﹈
訳
、
中

村
光
男
監
訳
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農

村
社
会
の
変
容　

ス
ハ
ル
ト
村
落

開
発
政
策
の
光
と
影
』（
明
石
書

店　

二
〇
〇
〇
年
）を
紹
介
す
る
。

本
書
は
開
発
独
裁
体
制
と
い
わ
れ

た
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
で
実
施
さ
れ

た
様
々
な
開
発
政
策
の
農
村
社
会

へ
の
影
響
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

三
州
（
ア
チ
ェ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ル
タ
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
）
で
調
査

し
た
報
告
書
で
あ
る
。
国
家
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
及
ぼ
し
た
社
会
的
、
文
化

的
イ
ン
パ
ク
ト
を
探
る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
、
識
字
率
向
上
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
家
族
福
祉
運
動
、
家

族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
コ
メ
増
産

計
画
、
協
同
組
合
運
動
な
ど
の
実

態
を
解
説
し
て
い
る
。「
家
族
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
」
と
題
し
た
一
一
〜

一
三
章
で
は
、
三
州
の
農
村
に
住

む
各
々
五
〜
七
人
の
住
民
に
対
し

て
詳
し
い
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
こ
二
、
三
〇
年
間

の
経
済
、
社
会
、
文
化
の
変
化
を

彼
ら
が
ど
う
認
識
し
、
個
々
の
生

活
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

同
じ
く
開
発
政
策
の
農
村
へ
の

影
響
を
扱
っ
た
本
と
し
て
、
サ

ニ
ッ
ス
ダ
ー
・
エ
ー
カ
チ
ャ
イ
著
、

ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
訳
、
松
井

や
よ
り
監
訳
『
語
り
は
じ
め
た
タ

イ
の
人
び
と　

微
笑
み
の
か
げ

で
』（
明
石
書
店　

一
九
九
四
）

が
あ
る
。
本
書
は
タ
イ
の
三
地
域

（
東
北
部
、
南
部
、
北
部
）
に
み

ら
れ
る
政
府
、
企
業
主
体
の
開
発

と
農
民
の
惨
状
に
関
し
、
口
語
体

の
引
用
を
使
っ
て
実
際
に
農
民
の

口
か
ら
語
ら
せ
る
手
法
で
、
開
発

が
農
村
に
及
ぼ
す
負
の
側
面
を
描

き
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
自

然
林
伐
採
と
ユ
ー
カ
リ
植
林
、
観

光
開
発
と
住
民
立
ち
退
き
、
投
機

家
に
よ
る
土
地
買
占
め
な
ど
が
実

際
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら

し
た
か
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
農

民
や
漁
民
の
写
真
を
多
数
収
録

し
、
彼
ら
の
立
場
に
立
っ
て
タ
イ

の
変
貌
を
跡
付
け
て
い
る
。

　

最
後
に
国
内
外
の
学
界
で
大
き

な
論
争
を
呼
び
、
多
く
の
書
評
論

文
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
英
文
書

籍
の
翻
訳
を
紹
介
す
る
。
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
C
・
ス
コ
ッ
ト
著
、
高
橋

彰
訳
『
モ
ー
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

　

東
南
ア
ジ
ア
の
農
民
叛
乱
と
生

存
維
持
』（
勁
草
書
房　

一
九
九

九
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
書
は

ビ
ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
両
低
地
に

焦
点
を
当
て
、
資
本
主
義
化
前
の

農
民
が
行
動
決
定
を
行
う
に
際

し
、
危
険
を
回
避
し
損
失
可
能
性

を
最
小
限
化
し
よ
う
と
す
る
と
仮

定
す
る
。
続
い
て
、
農
村
内
制
度

が
生
存
危
機
か
ら
農
民
を
保
護
す

る
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
と
仮
定

す
る
。
農
民
と
そ
の
属
す
る
社
会

に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
安
全
第
一
」
原

則
と
「
生
存
維
持
倫
理
」
が
働
い

て
い
る
と
い
う
の
が
ス
コ
ッ
ト
の

基
本
的
な
考
え
方
で
、
そ
れ
ら
の

仮
説
が
植
民
地
経
済
や
農
村
政
治

の
分
析
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
モ
ー
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

論
に
反
論
を
唱
え
た
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ポ
プ
キ
ン
は
、
モ
ラ
ル
・
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
が
注
目
す
る
農
民
運

動
の
道
徳
的
推
進
論
を
批
判
し
、

政
治
的
能
力
に
注
目
し
た
。
自
ら

の
立
場
を
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
」
と
呼
び
、
先
植
民
地

期
か
ら
革
命
初
期
に
及
ぶ
ベ
ト
ナ

ム
農
村
社
会
史
を
論
じ
た
ポ
プ
キ

ン
の
著
作
に
関
し
て
は
、「
日
本

語
版
へ
の
こ
と
ば
」
の
中
で
著
者

自
ら
が
短
く
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

（
た
か
は
し　

む
ね
お
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
図
書
館
）

翻
訳
書
で
知
る
東
南
ア
ジ
ア
の
農
村

高
橋
宗
生




